
明
治
十
四
年
一
月
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
か
ら
帰
朝
後

間
も
な
い
高
木
兼
寛
は
、
京
橋
区
鎗
屋
町
十
一
番
地
に
東
京
医
学
会

社
を
発
会
さ
せ
た
。
同
年
五
月
一
日
、
同
会
社
の
一
部
を
借
り
て
、

内
務
省
の
医
師
試
験
を
目
指
す
医
学
生
徒
数
十
名
の
た
め
に
、
夜
間

医
学
校
を
設
立
し
、
成
医
会
講
習
所
と
称
し
た
。
こ
の
日
が
慈
恵
医

大
創
立
記
念
日
と
な
っ
て
い
る
。
慈
恵
医
大
設
立
に
当
っ
て
は
、
英

医
学
と
の
関
係
な
ら
び
に
海
軍
と
の
関
係
が
最
重
要
で
あ
る
の
は
い

う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
一
点
の
英
医
学
と
の
関
係
は
、
東

大
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
医
学
採
用
が
決
定
し
、
日
本
の
医
学
教
育

が
ド
イ
ツ
医
学
に
向
い
て
い
る
中
で
、
慈
恵
を
始
め
ご
く
一
部
の
医

学
校
だ
け
が
英
医
学
を
採
用
し
た
点
が
注
目
に
値
す
る
。
第
二
点
の

海
軍
と
の
関
係
だ
が
、
明
治
三
年
兵
部
省
管
下
に
高
輪
御
殿
山
に
海

軍
病
院
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
四
年
七
月
に
は
、
兵
部
省
内
に
海
陸

軍
軍
医
寮
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
、
五
年
二
月
に
は
陸
軍
省
、
海
軍

成
医
会
講
習
所
設
立
の
頃

大
滝
紀
雄

省
が
別
個
に
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
海
軍
は
英
国
式
を
採

用
、
慈
恵
の
医
学
も
英
国
式
す
な
わ
ち
海
軍
式
に
よ
っ
た
。

戸
塚
文
海
は
明
治
五
年
、
初
代
の
海
軍
軍
医
大
監
（
総
監
）
と
な

っ
た
。
明
治
十
六
年
に
は
高
木
兼
寛
が
戸
塚
に
代
わ
り
、
第
二
代
目

の
軍
医
総
監
（
海
軍
省
医
務
局
長
）
と
な
っ
た
。
久
志
本
氏
を
中
心
に

書
か
れ
た
「
慈
恵
医
大
百
年
史
」
に
は
、
成
医
会
創
立
当
時
の
高
木

兼
寛
、
戸
塚
文
海
と
勝
海
舟
の
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
海
舟
と
文

海
は
長
崎
伝
習
所
時
代
の
同
志
で
あ
り
、
勝
家
の
主
治
医
は
杉
田
玄

端
と
戸
塚
文
海
の
二
人
で
あ
っ
た
。
橋
本
綱
常
、
高
木
兼
寛
、
ゞ
ヘ
ル

ツ
ら
は
必
要
に
応
じ
て
勝
家
の
診
療
を
し
て
い
た
。
「
海
舟
日
記
」

に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
海
舟
の
長
男
小
鹿
は
ア
ナ
ポ
リ
ス
兵
学
校
を

卒
業
後
帰
国
、
於
栄
と
結
婚
す
る
が
、
於
栄
も
小
鹿
も
結
核
に
か
か

り
、
屡
々
文
海
の
往
診
を
必
要
と
し
た
。

成
医
会
講
習
所
創
立
直
前
の
明
治
十
四
年
四
月
、
文
海
は
海
舟
に

三
、
○
○
○
円
の
借
金
を
申
し
込
ん
だ
。
当
時
と
し
て
は
最
高
級
の

文
海
の
月
給
三
○
○
円
と
比
較
す
る
と
決
し
て
少
な
い
額
で
は
な

い
。
し
か
し
、
実
際
に
借
り
た
金
は
同
年
五
月
十
九
日
、
講
習
所
創

立
後
、
一
、
五
○
○
円
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
、
五
○
○
円

は
五
年
後
の
明
治
十
九
年
三
月
と
六
月
の
二
回
に
分
け
て
七
五
○
円
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づ
つ
完
済
さ
れ
た
。
明
治
十
五
年
八
月
に
有
志
共
立
東
京
病
院
が
開

か
れ
、
十
六
年
九
月
に
芝
愛
宕
町
に
同
院
が
移
転
し
た
後
で
あ
っ
た
。

「
松
山
棟
庵
先
生
伝
」
に
も
ゑ
ら
れ
る
通
り
、
成
医
会
講
習
所
が

設
立
さ
れ
た
頃
、
高
木
兼
寛
、
松
山
棟
庵
、
隈
川
宗
悦
、
戸
塚
文
海

の
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
一
、
○
○
○
円
宛
、
他
の
三
十
数
名
の
有
志
が

三
○
円
な
い
し
五
○
○
円
を
分
に
応
じ
て
醗
金
し
、
第
一
回
の
申
し

込
み
金
が
二
一
、
五
一
○
円
と
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
申
し

込
桑
金
で
あ
っ
て
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
金
が
集
っ
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
「
慈
大
百
年
史
」
に
は
十
五
年
八
月
施
療
病
院
開
設
に
当
っ

て
は
、
当
時
の
外
務
卿
井
上
馨
を
通
じ
て
、
各
国
公
使
館
筋
の
協
力

を
得
、
民
間
の
醸
金
約
四
、
○
○
○
円
で
始
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。
十
六
年
五
月
に
は
宮
内
省
か
ら
恩
召
金
六
、
○
○
○
円
が
下

賜
さ
れ
た
。
十
七
年
に
は
鹿
鳴
館
で
わ
が
国
最
初
の
バ
ザ
ー
が
開
催

さ
れ
純
益
金
が
薬
代
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。
十
八
年
十
一
月
の
ゞ
ハ
ザ

ー
は
さ
ら
に
大
が
か
り
で
、
皇
后
陛
下
の
行
啓
を
仰
ぎ
、
そ
の
益
金

一
四
、
八
六
四
円
が
こ
の
施
療
病
院
へ
寄
付
さ
れ
た
。

金
録
関
係
か
ら
み
た
だ
け
で
も
、
私
立
医
学
校
や
施
療
病
院
を
作

る
こ
と
が
、
当
時
如
何
に
困
難
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

（
横
浜
市
）

Ｅ
・
ゞ
ヘ
ル
ツ
は
一
八
八
○
年
（
明
治
唾
）
七
月
に
内
務
省
中
央
衛
生

会
か
ら
『
日
本
鉱
泉
論
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
本
に
つ
き
『
中
央
衛

生
会
第
一
次
年
報
』
に
「
委
員
ド
ク
ト
ル
、
ヘ
ル
ツ
誉
テ
相
豆
上
州
ノ

鉱
泉
ヲ
経
歴
シ
、
其
泉
質
及
改
良
法
ヲ
論
ジ
ー
害
ヲ
著
シ
、
之
ヲ
本

会
二
出
ス
。
即
チ
翻
訳
シ
テ
日
本
鉱
泉
論
卜
名
ク
」
と
あ
る
。
本
書

の
刊
行
さ
れ
る
前
月
、
一
八
八
○
年
六
月
に
言
ヘ
ル
ツ
は
温
泉
に
関
す

る
建
白
書
を
提
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
翻
訳
が
本
書
で
あ
る
旨
『
零
ヘ

ル
ツ
の
日
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
日
本
に
は
数
多
く

の
温
泉
が
あ
っ
て
療
養
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
指
導
す
る

機
関
が
な
い
。
政
府
は
舎
密
分
析
場
を
設
け
、
現
地
に
医
師
を
常
住

さ
せ
て
患
者
に
温
泉
治
療
を
指
導
さ
す
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
さ
ら

に
温
泉
地
に
至
る
道
路
の
改
修
、
療
養
患
者
の
た
め
の
必
要
施
設
に

も
言
及
し
て
い
る
。

藤
浪
剛
一
に
よ
る
と
一
八
七
九
年
（
明
治
ど
「
内
務
省
ハ
、
ヘ
ル
ツ

エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ヅ
と
温
泉
医
学

安

井

1-ナー
ノルへ
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